
           ｆｕｃｃｏ(ふっこ)からの風 
                         

★福島県へ帰還する方へ 

                         ・交流事業・保養情報の提供 

・引っ越し補助金申請忘れずに 

                         ★伊達市避難者相談窓口より 

★４月よるごはんの会ご案内 

 

 「幼稚園・小学校が終わったら福島へ帰還します」 

という声も届き始めている fucco。 

みんなの選択や決断に「がんばれー！」とエールを送りながらも、やはり 

寂しさを感じずにはいられません(TT) 

    帰還してもお引越しをしても陰ながらでも皆さんのお役にたてることを!! 

ということで… 

 

山形で開催する交流事業の情報や 

県内外の保養情報を提供します！ 
 

当団体では、来年度も帰還した方も参加できるさくらんぼ狩り、芋煮会、雪遊びなどの 

イベント開催を予定しております。また、山形県外の保養団体とも連携をして保養情報を収集 

・提供しています。 

「帰還してからもイベント情報や保養情報が欲しい！」 

「日程が合えば参加を考えたい！」 

という方は、ご連絡ください。 

イベント開催時の情報提供や保養情報をお送りします！ 

 

<受付> ☎0237-85-1080 ✉info@kakehasi.jpn.org   

〈件名〉 イベント・保養情報希望 

<必要事項> 代表者氏名・帰還先(送付希望先)住所・ 

電話番号・メールアドレス・避難していた市町村  

               

     

【福島県ふるさと移転(引越し)補助金】 

手続き忘れずに… 
 

引越しに伴い、様々な申請や手続きがあります。目が回るような忙しさかも… 

「福島県ふるさと移転(引越し)補助金」の申請は帰還してから提出締切までの時間は 

思っている以上に早く訪れます。必要書類を揃えて避難元市町村窓口で証明をもら 

う必要があります。特に、借り上げ契約時の避難元市町村と帰還先市町村が違う 

方ご注意ください！ 

「我が家はどこから証明をもらえばいい？」 

という方は、まずは避難元市町村担当課に電話をして確認をしてから書類を持参することをおすす

めします。 そして何より！！ 

「提出期限を過ぎてしまい受理されない…(TT)」 

とならないように注意しましょう！  
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NPO 法人 
やまがた絆の架け橋ネットワーク 



４月よるごはんのご案内 
日 時 平成 29 年４月 14 日(金) 

18:30「いただきます」 

場 所 福島こころの公民館 fucco 

参加費 大人プレート 500 円 

    子どもプレート 200 円 

申込み ☎023-674-6013 

  ✉fucco@kakehasi.jpn.org 4/7 まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

伊達市県外避難者相談窓口よりお知らせ 
  

             福島県伊達市より当団体が委託を受けて運営していました「伊達市県外避難者 

相談窓口(山形・米沢)」 は平成 29 年３月末をもって終了となります。多くの方に 

ご利用いただきありがとうございました。最終相談日は３月３1 日(金)となります。 

             平成 29年４月からは伊達市役所放射能対策課が避難者窓口として各種相談に 

対応します。 

伊達市 放射能対策課 企画支援係  

〒960-0692 伊達市保原町字舟橋 180 番地 本庁舎 3階 

         ☎024-575-1126 

   

 

 

  

 
 

  

 

 
 

 

 

  
 １月・２月と計３回開催した味噌づくりもたくさんの方に参加いた 

だき、大盛況となりました。第３回目は土曜日開催で、親子参加が 

多く賑やか！大豆を潰す作業は力仕事ですが、パパさんや子ども 

たちの活躍でスムーズに進みました。「味見してみろ～」と講師の 

先生からの声で混ぜている途中でしたが一口パクリ。大豆・塩・ 

麹とシンプルながらも味噌っぽい味がします。これから発酵していく 

過程でどう変化していくのか、とても楽しみ～♪ 参加していた 

パパさんは「上がってくるたまり醤油でお刺身食べるの楽しみ～」 

とニコニコ(*^_^*)  

ＮＰＯ法人やまがた絆の架け橋ネットワーク代表理事の早坂信一が語るコラム ７ 

「禍転じて福と為す」 
 

皆さんこんにちは、やまがた絆の架け橋ネットワークの早坂です。早いものでもう３月、ふっこの 

運営もこのコラムもやっと軌道に乗って、運営も要領を得てきたなという所で節目を迎える事になりました。 

最近のマスコミ攻勢の中で「なぜ６年経ってる今、ふっこを運営しているのですか？」という質問を受けま

した。記者さんは避難者も減ってきているし、山形市の交流センターや復興ボランティア支援センターやまが

たなど行政が関連している支援があるのに、何のバックボーンも持たない人達が無理してやれるの？という疑

問だったのかもしれません。私は「必要とされているからですよ」と言い切りましたが、時々ふっと不安にな

る事もあります。来年度のふっこの運営費は残念ながら現時点でまだ見通しがたっていません。クラウドファ

ウンディングも不調に終わりました。あっちこっちに助成金の申請を出してなんとか継続して運営ができるよ

う頑張っている所です。是非皆さんからも沢山の方にふっこを利用して頂いて、余力があったらご寄付や募金

に協力して下さい。もちろん、そこに心の拠り所があるという存在感だけでも十分支援に値することと思って

いますが、いつも沢山の方達に囲まれたり、資金の応援を頂いたりすると私達もとても大きな励みになります。

どうかよろしくお願い致します。そして、また来月もこのコラムを掲載する事が出来る事を願っております。 

 

「桜が咲いたら 

馬見ヶ崎で夜桜お弁当する？」 

という淡い期待も込めながら。 

 こればかりは運次第。 

      お天気などもありますからね～ 


